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岬町

面積：49.18k㎡

世帯：7,389世帯

人口：14,181人

男性：6,638人

女性：7,543人

高齢化率：40.7％

はじめに

令和7年3月31日現在
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岬町
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岬町タイムライン（風水害）



岬町淡輪１６区及び、１３区コミュニティタイムライン（土砂災害）について

自主防災組織参加機関：

大阪府岸和田土木事務所

地域支援・防災グループ

泉南警察署

自主防災組織（住民）

消防団

民生委員・児童委員

岬町危機管理担当

工程：全３回

第１回 学習会

第２回 まち歩き

第３回 グループワーク
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淡輪１６区

世帯数 227

人口

自主防災組織

加入率 100％

淡輪１３区

世帯数 20

人口

自主防災組織

加入率 100％

過去の災害から得た教訓として・・

自然に人間は敵わない！ 災害は必ずやってくる

被害が起こる前に逃げる

平時からの心構えと準備 早めの避難行動



岬町岬町タイムライン防災プロジェクト
作成手順

ステップ①：対象地区の選定

・地域の選定

洪水・高潮浸水想定区域内や、土砂災害警戒区域等に含まれる地域

・地域代表への確認

学習会やグループワークの開催場所

完成までのフローを作成（学習会・まち歩き・グループワーク）

ステップ②：学習会の開催（地域の危機事象の共有）

・学習会での対応

事前準備「会場の確保」、「地域への案内」、「資料の作成」

役割分担「受付」「案内」「司会・進行」「事務連絡等」

ステップ③：まち歩きの実施

・まち歩きでの対応

事前準備「地域への案内」、「筆記具等の準備」「地図の作成（A2,A1程度が好まし
い）」

当日内容「備品の配布（文具、メモ用紙等）」「まち歩きの補助・助言」「災害リ
スク等の補足」

ステップ④：グループワークの開催

・グループワークでの対応

事前準備「会場の確保」、「地域への案内」、「資料の作成」

役割分担「受付」「案内」「司会・進行」「事務連絡等」

ステップ⑤：とりまとめ、自主防災組織等への提供

・とりまとめ作業

最終工程終了後は、とりまとめを行い（素案）を作成し、参加機関等にも意見照会
を行い、完成版を作成する。

完成版作成後は、作成地域に提供し、適宜更新・修正を行っていただく。
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コミュニティタイムラインとは

自治区や小学校校区など小さな区域を対象とし、住民や自主防災組織など
の避難行動を記載し、市町村と地域が一緒に作成する地域版タイムライン
多機関の参画により、それぞれの視点から防災について考え、意見を出し
合い、時系列に整理した計画

タイムラインとは

大規模災害はいずれ発生することを前提に、住民の命を守り、被害を最小
限化することを目的として、防災関係機関が連携して、災害時に発生する
状況を予め想定し、共有した上で、「いつ」「誰が」「何をするか」に着
目して、防災行動とその実施主体を時系列に整理した計画



岬町タイムラインによる防災対策

・「タイムライン防災」とは

事前に予測できる台風や前線などを要因とする風水害に対し、住民の命を守ることを目的として、

地域の防災関係機関が「いつ（どのタイミング）」「何を（どのような行動」）「誰が（各機関の

行動」）の３つの要素を協議し、防災行動として整理したものです。
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行動時間
（いつ）

行動項目
（何を）

連携・調整機関
（誰が）

●●時間前に 行動内容 行動基準 組織・団体名

■平時から
■上陸72時間前
■上陸後（進路確定後）

■平時段階に定める項目
■上陸までの行動項目
■上陸後の避難行動

■自主防災組織
■民生委員・児童委員
■消防団
■その他関係団体



岬町
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岬町

ご清聴ありがとうございました。

岬 町
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